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㧝．序論 

網 近年行わࠇた青少年の意識に関ߔる国際比較調査にࠃるとޔ日本の子߽ߤたちの自己評価ޔ߇諸外

国と比較ߒて相対的にૐいという結果߇報告さࠇている。例え߫ޔ中学生においてޟߪ自分ߥࡔ࠳ߪ

人間ߛと思うޠという㗄目に対ߒてޟޔとて߽そう思うޠとޟ߹あそう思うޠと答えた生ᓤを合わߖ

ると 56㧑にの߷る。㧔米国:14.2%ޔ中国:11.1%ޔ韓国:41.7%㧕(⽷団法人日本青少年研究所 2008 年

調査)。 

網 最近の東੩都の調査において߽ޔ学年߇਄߇るにつࠇ自己評価߇ਅߞ߇ていޔ߈小学校高学年ࠄ߆

中学校 1 年のૐਅ率߇大߈くޔ多くの児童・生ᓤ߇自分を肯定的に捉えていߥいという現状߇᣿߆ࠄ

にߞߥている(ᐔ成 20 年ᐲ㨬自ዅ感情߿自己肯定感に関ߔる意識調査｣)。桜੗㧔1983㧕߿Ꮉ畑ࠄ㧔2002㧕

߽同様にޔ小学校高学年ࠄ߆中学生のᤨ期におけるセࡈ࡞エスࡓ࡯ࠖ࠹㧔自ዅ感情㧕のૐਅ傾向につ

いて報告ߒている。 

網 うࠈߛるのߓ生߇問題ߥうࠃのߤޔてߞࠃることにߔૐਅ߇自ዅ感情ࠅたߒૐਅ߇自己評価ޔߪߢ

て消ߒスに対࡟࠻スޔߪૐい生ᓤ߇㧔自ዅ感情㧕ࡓ࡯ࠖ࠹エスࡈ࡞セޔるとࠃ㧔2005㧕にࠄ小島。߆

極的対処行動߇多いという。学校の成績߿෹人関係ߤߥ多くのス࡟࠻スにさࠄさࠇている現代の中学

生においてޔ自ዅ感情߇ૐいということޔߪス࡟࠻スに対ߔる積極的ߥ対処行動߇取ޔߕࠇ日常生活

自分をޔߪたち߽ߤૐい傾向にある子߇自ዅ感情ޔる。߹たࠇࠄいと考えߔ߿をฃけࠫ࡯ࡔ࠳のࠄ߆

቞るために不⊓校߈߭߿こ߽ࠅにߞࠃて社会との接点を持たߥくߥる傾向߇みࠇࠄたޔࠅあるいߪ他

者に対ߒて暴力的にߔ߿ࠅߥいといわࠇている(㨬自ዅ感情߿自己肯定感に関ߔる研究報告書｣慶ᙥ義

塾大学 2010,他)。不⊓校生ᓤの多さ߿校内暴力の増加߇問題視さࠇている中学校においてޔ生ᓤの自

ዅ感情のૐਅߪ㊀要ߥ問題といえࠃう。 
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㧞．自ዅ感情の定義と発㆐的視点 

網 ここޟޔߢ自己評価ޟ߿ޠ自ዅ心ޟޠ自ዅ感情ޠについて確認ߒてお߈たい。 

網 自分のことを価値あるሽ在と捉える感覚にޟߪセࡈ࡞・エスޠࡓ࡯ࠖ࠹(self-esteem)という言葉を

あてること߇一般的ߢある。日本語ޟޔߪߢ自ዅ感情ޠをߓߪめޟޔ自ዅ心ޟޠ自己評価ޟޠ自己価

値ޟޠ自己肯定感ߤߥޠさ߹ߥ߹ߑ⸶語߇用いࠇࠄている。本研究ޔߪߢ以਄述ߴた⸶語の意味を含

自分自身を基本的に価値ある߽のޔߢる評価感情ߔ自己に対ޟޔߒに統一ޠ自ዅ感情ޟてߒ言葉と߻

とߔる感覚ޠと定義ߔる。 

網 さてޔ自ዅ感情にߤߪのࠃうߥ意味߇内包さࠇているのࠈߛう߆。 

網 ޠい(good enough)ࠃߢࠇこޟとޠい(very good)ࠃとて߽ޟߪ自ዅ感情にޔるとࠃにࠣ࡯ࡃン࠯࡯ࡠ

の 2 種類߇あるという。前者ޔߪ他者との比較にࠃる自己評価ߢあޔࠅ後者ޔߪ自分の価値基準に照

このޔߪることといえる。遠藤㧔1992㧕ߔて自己ฃ容ߒࠄ 2 つの意味についてޟޔとて߽ࠃい㧔very 

good㧕ޠにާߪ社会的基準ިޟޔ߇こࠃߢࠇい㧔good enough㧕ޠにާߪ個人内基準ި߇関わߞてい

ると述ߴている。 

網 ߹たޔ蘭㧔1986㧕ޔߪ自ዅ感情にޔߪԘޟ素朴ߥ自己ᗲޔޠԙޟ自他比較にࠃる虚ᩕ心ޔޠԚޟ自

系列内比較にࠃる自⽶心ޠの㧟つの要素߇あることを指摘ߒている。そߒてޔ多くの場合ޔԙޟ自他

比較にࠃる虚ᩕ心߇ޠ自ዅ感情において大ߥ߈比㊀を占めるとߒている㧔蘭㧘1992a㧕。ޔࠄߥߗߥ

そのためޔくߥに߽少ࠅ߹あ߇る⛘対的基準ߔの行動を評価ࠇわࠇわޔ多くの社会的行動においてޟ

おのߕと自他の比較という相対的基準を多く用いることޠにޟޔࠅߥ自己のࡑ࡯ࠜࡈࡄンスの評価基

準の成立ޔߪいつ߽一緒に交わߞている他者との比較を通ߒてޔ他者あるいߪ社会の基準を内在化ߔ

ることにߞࠃて相対化さࠇるࡠࡊセスを経るߛޠࠄ߆という。ߥߔわち自ዅ感情ޔߪ自分の中の基準

 。あるߢ影響をฃけるということ߽ࠄ߆る社会的・文化的背᥊ߔ生活߇個人ޔくߥߢけߛ

網 ߛるのࠇうに形成さࠃのߤ発㆐的にޔߪ自ዅ感情ޔ影響をฃけつつࠄ߆社会的・文化的背᥊ޔߪߢ

 。߆うࠈ

網 蘭㧔1992b㧕ޔߪ子ߕ߹ߪ߽ߤ養育者との同一視ߥߔޔわち親ࠄ߆の賞⾥߿罰といߞた評価を内在

化ߔる過程ޔߢ最߽原初的ߥԘޟ素朴ߥ自己ᗲ߇ޠ形作ࠇࠄるとߒている。そߒてޔ児童期・学童期

にߪいޔࠅ学校という社会への適応を求めࠇࠄるࠃうにާޔࠅߥ社会的基準ިを取ࠅ入ࠇたޔࠅ同年

齢の他者との差を意識ߒてԙޟ自他比較にࠃる虚ᩕ心ޠを感ߓるࠃうにߥる。さࠄにޔ青年期初期を

迎える㗃にޔߪ自分を内省的に見つめる視点を持ち始めާޔ個人内基準ި߿Ԛޟ自系列内比較にࠃる

自⽶心߇ޠ形成さࠇ始める。こߪࠇつ߹ޟޔࠅ他ᓞ的ߥ価値基準ߥߪߢいޔ自ᓞ的ߥ価値観߿自己像

を߽つޠ㧔伊藤㧘1989㧕ࠃうにߥることにࠃる。ߥߔわちこの青年期初期ޔߪそߢ߹ࠇの価値基準を

否定ޔߒ葛藤を繰ࠅ返ߔ中ޔߢ新たߥ自己概念を構成ߒていくᤨ期と߽いえる。 

網 ޔある中学生ᤨ代にߢ思春期ࠅ߹つޔていく青年期初期ߍ਄ࠅ自己概念を作ߥこの新たޔてߞ߇たߒ

ާ個人内基準ިとߥるޔ健全ߥ自ዅ感情を形成ߔることޔߪその後の人生に߽大ߥ߈影響を及߷ߔと
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考えࠇࠄる。 

 

㧟．思春期の発㆐特性 

網 中学生ᤨ代ߪ思春期と߽㊀ޟޔࠅߥこߢ߹ࠇの生߈方を否定ޔߒ新たߥ自分ߒࠄい生߈方の模索߇

始߹るޠ(Erikson,1950)ᤨ期ߢある。߹たޔ青年期初期にあたޟޔࠅ児童期߿青年期中期以降と比ߴ

て߽自ዅ心の変動߇大߈くޔ自己批್的ߥ傾向߇目立つこと߇確߆めࠇࠄているޠ(Alsaker㧒

Olweus,1992)。つ߹ޔࠅ中学生ᤨ代ޔߪ他の年代と比ߴて自己߇揺ߔ߿߉ࠄくޔ自己批್的に߿ࠅߥ

 。いᤨ期といえるߔ

網 思春期の特ᓽについて考えて。߆のߥߗߥߪるのߔたૐਅ߹ޔ߉ࠄ中学ᤨ代に揺߇自ዅ感情ޔߪߢ

みる。 

網 思春期にࡕ࡞ࡎޔߪンの急激ߥ変化とと߽にޔ第ੑ次性ᓽ߇始߹る。性的ߥ成熟に向けてޔ体ߪ子

供ࠄ߆大人へとޔ徐々に姿߆たちを変えていく。こうߒた身体の変化にと߽ߞߥてޔ精␹的にࡃޔߪ

。ること߽多いߔ攻撃性を内側に蓄積߿い衝動ߥ場のࠅ߿ޔࠅたߞߥくߔ߿ߓ不቟を感ߒンスを崩࡜

自分とߪ何者ޔ߆といߞた߇ࡑ࡯࠹中心とޔࠅߥエࠢ࡝ソンの心理社会的発㆐理論にޟޔ߫ࠇࠃ自分

自分の中にޔ߫ࠇえ߆といえる。言いޠ始߹るᤨ期߇自ᚒ同一性を求める段㓏ޔ始めࠅ自分をつくߢ

߽自分を見つめる目を持ち始めޔ自己߇揺߉ࠄ始めるᤨ期ߢあޟޔࠅ他人の影響ࠄ߆少ߕߒつ㔌ޔࠇ

自分߇自分の主人౏にߞߥていくޠ㧔鑪㧘1990㧕とߢ߈ある。ߥߔわちޔ自分と他者とを比較ߒたޔࠅ

他者ࠄ߆の視点を気にߔるࠃうにߥるᤨޔߤߥとߒて自己否定に㒱ߔ߿ࠅくޔ自信を失いߔ߿いᤨ期

と߽いえࠃう。 

網 学童期߹ޔߪߢ身近ߥ大人の意見を取ࠅ入ޔࠇそࠇに自分߽同一化ߔることޔߢ自己を形成ߔる。

て捉えߒの大人たちを同一化の対象とࠅ周ޔるとߥうにࠃ自分の意見を持つޔࠅ思春期に入ޔߒ߆ߒ

にくくߞߥていく。そߢ߹ࠇ頼ࠅとߒて߈た対象ࠄ߆㔌ࠇることにޔࠅࠃ自分のことߪ自分ߢ᳿める

といߞた自己᳿断߇求めࠇࠄたޔࠅ自己⽿任߇問わࠇるࠃうにޔࠅߥこߢ߹ࠇ味わߞたことのߥいቅ

⁛感߽経験ߔるࠃうにߥる。ߥߔわち思春期ޔߪ親ࠄ߆の巣立ちを意識ߒ始めるとߢ߈あޔࠅ人間の

ቅ⁛を実感ߓߪߒめるᤨ期と߽いえる。ޟޔߒ߆ߒቅ⁛をその߹߹実感ߔるのߪ容ᤃߥߪߢいのޔߢ

多くの子ߪ߽ߤቅ⁛を否認ߒて群ޠࠇ㧔林㧘2010㧕ޔ同質の集団ߢ秘密を共有ߒたޔࠅ共通の話題ߢ

੕いを認め合いޔࠄ߇ߥ自己を形成ߒていく。このࠃうにޟ同世代の෹人関係ޔߪそのᰳ如߽含めて

思春期の子߽ߤの心の発㆐にとߞてࠅߥ߆㊀要ߥ૏置を占めているޠ㧔林㧘2010㧕といえる。発㆐と

と߽に自己内基準を築߈つつある彼ࠄにとߞてޟޔ自己評価ޔߪ他者評価の影響をฃけるޠ㧔૒藤㧘

2009㧕ࠃうにޔࠅߥそのᤨ々の評価にߞࠃて自己߇揺ࠇ動くことにߥる。 

 

㧠．日本人の自己抑制とૐい自ዅ感情 

網 さてޔవの節においてޔ自ዅ感情ޔߪ自己評価ߛけߥߢくޔ社会的・文化的文⣂߽ࠄ߆影響をฃけ
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ると述ߴた。日本の中学生の自ዅ感情ޔ߇他国と比較ߒて相対的にૐいといわࠇているޔ߇その背᥊

とߒてߤのࠃうߥこと߇考えࠇࠄるࠈߛう߆。 

網 ߽と߽と日本にޔߪ謙虚さを讃えޔද調性を㊀ߓࠎる文化߇あޔࠅ個性を前面に出ޔ߽ࠅࠃߔおߒ

ޔਃᱦ児を持つᲣ親を対象に調査を行いޔߪ強い。૒藤㧔2001㧕߇る傾向ߔうとࠈあߢてᐔ均的ߴߥ

ޔߪの自己主張について߽ߤ子ޟてߒそޔޠていることߒ自己抑制の発㆐を㊀要視߇日本人のᲣ親ޟ

Უ親の方߽ߤう対応ߒてࠃい߆わߥࠄ߆いޔ子߽ߤに自分の考えを伝えߥࠇࠄいߢޠいることを᣿ࠄ

ߔ自己主張ޔࠇࠄることを求めߔ自己抑制ߕ߹ޔ㆐߽߽ߤく子ߥߢけߛ大人ޔࠅ߹ている。つߒに߆

ることについてߪ肯定的ߥ評価を得ߥい߹߹に成長ߒて߈ていること߇う߇߆える。その結果とߒて

考えࠇࠄるのޔߪ自分の中の考え߿感情を外に出ߕߖに抑制ޔߒ自己主張ߔることに߽ためࠄいを感

 。あるߢということޔ߆いߥߪߢているのߓ

網 土੗㧔2008㧕ޡߪ෹ߛち地獄ޢの中ޔߢ日本の⧯い世代の生ࠄߠ߈さをとࠅあޔߍ彼ࠄの関係をޟ優

傷つく߇自分ߪあるいޔ߇相手ޔߢ他人と積極的に関わることޔߪࠇている。そߒと表現ޠい関係ߒ

のߥߪߢい߆とෂᗋߔる੹風のޟ優ߒいޠ関係ߢあޟޔࠅ薄᳖を踏ࠃ߻うߥ❫細さߢ相手の෻応を察

知ޔࠄ߇ߥߒ自分の出方を᳿めていߥ߆けߥࠄߥ߫ࠇい緊張感߇たえߕṫߞているޠ関係ߛとߒてい

る。ޟKY㧔空気߇⺒めߥい㧕ޠという言葉߇⧯い世代のあいߢߛ流行る߶ߤにޔその場の空気を乱さ

自分の感情ޔ߽ࠄ߆ここࠅ߹ている。つࠇ㊀視さ߇いことߥわ߹ߒ浮いて߇ࠅ自分߭とޔ߿いことߥ

を抑制ޔߒその場の空気ߪࠄ߆み出さߥいࠃうに気を張ࠅ巡ߒࠄている⧯者の姿߇う߇߆える。 

網 こうߒた自己を抑制ߔる傾向ޔߪ日本人の他者を思い߿る文化とߒてዅ㊀さࠇて߈た߽のߢあޔࠅ

ޠ事実ߪていることߒߑ日本の文化に根ߥる伝統的ߓࠎいことを㊀ߥけ߆迷惑をޔ周࿐に気を使いޟ

㧔૒藤㧘2001㧕ߢある。ޟޔߒ߆ߒ自己主張ߥ߈ߢい自分の不቟の高さ߿他者への依ሽ心の強さを認

めることޔߪૐいセࡈ࡞･エスࡓ࡯ࠖ࠹へとつ߇ߥるޠ㧔૒藤㧘2009㧕と考えࠇࠄる。こߪࠇ見方を

変えޟޔ߫ࠇ自ዅ感情߇あޔ߫ࠇ自分ࠅߥに表現ߒて߽いいのߛと思いߔ߿くޔ最初ࠄ߆う߹く表現

㧘ࠄ↰㧔園ޠるߥくߔ߿ߒ踏み出߇た一ᱠߞといޔうࠃてみߒ表現ߢࠈるとこ߈ߢޔくて߽いいߥ߈ߢ

2002㧕ということ߽ߢある。 

 

㧡．自己主張と自己抑制の࡜ࡃンࠬ 

網 実際ޔ自己主張ߪセࡈ࡞・エスࡓ࡯ࠖ࠹との関ㅪ߇見出さࠇておࠅ㧔渡辺ࠄ㧘2003㧧૒藤㧘2009㧕ޔ

実⸽的研究において߽ޔ自己主張とセࡈ࡞･エスࡓ࡯ࠖ࠹の間に正の相関߇見出さࠇている

㧔Lorr,M.&More,W.W.㧘1980㧕。つ߹ޔࠅ自己主張の࠾࡯࡟࠻ンࠣをߔることにߞࠃてޔセࡈ࡞･

エスࡓ࡯ࠖ࠹を高めること߈ߢ߇ると考えࠇࠄる。 

網 㧔1995㧕の社会性の調査ࠄ宮ੑ。߆うࠈߛのߥ߈ߴߔ自己主張のみ強化ޔにߕߖߪ自己抑制ޔߪߢ

る側ߔ自己の要求を実現ޟとޠる側面ߔ他者とද調ޟޔߪ中学生における社会的行動߿小学生ޔߪߢ

面ޠの࡜ࡃンスߢ᳿めࠇࠄるとߒている。そߒてޔ他者との葛藤場面においてޔߪ前者߇自己抑制的
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方略をޔ後者߇自己主張的方略をとると੍想ߒている。つ߹ޔࠅ自己主張と自己抑制ޔߪ一人の人間

の中ߢと߽に発㆐ߒうる߽のߢあޔࠅその࡜ࡃンスこそ߇大ಾߛと考えࠇࠄる。 

網 以਄のことޔࠄ߆小中学生の自ዅ感情を高めるために必要とさࠇているのޔߪ日本文化の中ߢ育߹

࡞るスࠠߔて自己抑制ߓ場に応ޔߒ自己主張ߪߢ場面ߥ必要ޔ保ちつつߪる心߿た他者を思い߈てࠇ

を身につけていくことといえるのߥߪߢいࠈߛう߆。 

 

㧢．学校現場 

網 ここޔߪߢ小中学生の問題行動に関ߔる統計を参照ޔߒ暴力行ὑޔいߓめޔ不⊓校に関ߔる近年の

動向をつ߻߆ことにߔる。 

 

㧔㧝㧕暴力行ὑ 

網 文部科学省にࠃるޟ児童生ᓤの問題行動等生ᓤ指ዉ਄の諸問題に関ߔる調査ޠにޔ߫ࠇࠃᐔ成 22

年ᐲの中学校における暴力行ὑの発生件数ߪ 42,114 件ߢある。小学校の 6,952 件ޔ高等学校の 9,833

件と比較ߒて߽ޔ突出ߒた件数の多さߢある。こࠄࠇの件数をᐔ成 18 年ᐲと比較ߔるとޔ中学校ߢ

ߪ 11,550 件の増加ޔ小学校ߪߢ 3,149 件の増加ޔ高等学校ߪߢ 421 件の減少とߞߥている。中学校

における暴力行ὑの増加߇目立つ。 

網 東੩都教育ᆔ員会にࠃるޟᐔ成 22 年ᐲにおける児童・生ᓤの問題行動等の実態についてޠにおい

て߽ޔ中学校の暴力行ὑޔߪᐔ成 18 年ᐲࠄ߆年々増えている。その内⸶をみるとޔ学校内ߢ発生ߒ

たޟ生ᓤ間暴力ޠとޔ学校のᣉ設･設備等へのޟ器物損壊2ޔ߇ޠ 倍以਄の増加とߞߥている。 

網 こޔࠅࠃࠄࠇ中学生߇抱える攻撃性߇増加傾向にあޔࠅ身近ߥ人߿物に当たることޔߢ自身の࡜ࡈ

ス࡯࡟࠻ションを発ᢔߒている様子߇ផ察߈ߢる。そこࡑޔߪࠄ߆イ࠽ス感情をฯ߈出ߒたޔࠅ対処

߈ߢにいる中学生の姿߽想像ߕ߈ߢ表現߆ߒߢ方法ߥ原始的ߢ暴力というන純ޔߕࠄ߆わ߇る方法ߔ

 。うࠃ

 

㧔㧞㧕いߓめ 

網 文部科学省にࠃる前記の調査ޔߪߢ中学校ߢのいߓめの認知件数ޔߪᐔ成 18 年ᐲߪ 51,310 件ߢあ

ᐔ成ޔߒたのに対ߞ 22 年ᐲߪ 32,348 件へと減少ߒている。㧔ޔߒ߆ߒ前記の東੩都の調査にࠃるとޔ

中学校ߢのいߓめの認知件数ޔߪᐔ成 18 年ᐲߪ 1,180 件ߞߛた߽のޔ߇同 22 年ᐲにߪ 2,129 件へと

増加ߒておޔࠅ地域差߇あること߇う߇߆える㧕。小学校ޔߪߢ学年߇਄߇るߏとに増加㧔6 年生ߢ

小学ޔߪるのߥ気にߢ߆ߥ減少傾向にある。このߪߢ中学校ޔ߇ているߒに減少㧕߆ߕわߪ 6 年生㧔7,364

件㧕ࠄ߆中学 1 年生㧔15,866 件㧕への段㓏ߢ生ߓているޔ極端ߥ増加㧔8,502 件㧕ߢある。他の学年

間ޔߪߢ多くと߽ 1,390 件差㧔小学 1 年生と 2 年生㧕ߢあることを考えるとޔ中学校への進学におい

てޔ中㧝ࠡャッ߿ࡊ環境の変化にࠃる影響ޔߤߥ何߆ࠄの問題߇生ߓていること߇考えࠇࠄる。 
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㧔㧟㧕不⊓校 

網 前記の東੩都の調査においてޔ不⊓校生ᓤの出現率ߪここ 10 年間のផ移ߪ߶߷ᮮ߫いߢある。学

校ᓳ帰率߽徐々に਄᣹ߒて߈ておޔࠅ改善傾向と߹ߪߢ言えߥいޔ߇ᖡ化ߒている様子ߪみߥࠇࠄい。

前記の文部科学省の調査において߽ޔここ 10 年間ޔ不⊓校生ᓤ数の割合ߪ 2.6～2.9㧑の間ߢផ移ߒ

ておޔࠅ大ߥ߈変化ߪみߥࠇࠄい。ޔߒ߆ߒᐔ成 22 年ᐲの学年別不⊓校生ᓤ数をみるとޔ小学 1 年

生㧔1,044 件㧕ࠄ߆中学 3 年生㧔38,631 件㧕߹ޔߢ学年߇਄߇るߏとに増加傾向にあޔࠅ特に小学 6

年生㧔7,154 人㧕と中学 1 年生㧔21,084 人㧕ޔ中学 2 年生㧔33,581 人㧕の差߇いちߓるߒい。ここ߆

 。える߇߆う߇あることߢい年代ߔ߿問題を抱え߇中学生ޔ߽ࠄ

 

㧣．心理教育 

網 ޔ近年。߆うࠈߛるࠇࠄ考え߇支援ߥうࠃのߤޔてߒ問題に対ߥうࠃ巻くこのࠅ中学生を取ޔߪߢ

現場ߢの実践例とߒていくつ߆報告さࠇている߽のの߭とつにޔ心理教育߇ࡓ࡜ࠣࡠࡊある。 

網 ᐔ木㧔2007㧕にࠃるとޔ心理教育にߪ㧞つの流߇ࠇあޔࠅ教育領域ߢ発展ߒた߽のとޔක療領域ߢ

発展ߒた߽のと߇ある。教育領域ߪ Fritz Redl㧔1951㧘1952㧕にࠅࠃ始߹ߞたとさ1950ޔࠇ 年代の

初期ޔࠄ߆攻撃的行動を持つ子߽ߤへのࡅュ࠾ࡑ࡯スࠖ࠹ッࠢ࡯ࡠࡊࠕチとߒて開発さޔࠇ੹日߹ߢ

発展ߒて߈ている。その基本理念ޔߪ適応਄の問題を持つ子ߢ߽ߤあߞて߽ޔ適ಾߥ支援にߞࠃて自

己の行動の問題を理解ޔߒ変化さߖる࡝ソ࡯スを持つという߽のߢある。そߒてޔ適応に問題を持つ

子߽ߤへの対応ᤨにޔߪ子߽ߤの生得的善を理解ޔߒ情緒的ߥ成長を妨ߍるࠃうߥ外的環境に対ߒて

 。ているߒうにዉくことを㊀視ࠃる߈ߢて対処ߒスを活用࡯ソ࡝の持つ߽ߤ子ޔߪ

網 ߹たޔ心理教育にޔߪ心理的支援の側面と教育的支援の側面߇ある。前者ߪ自己おࠃび他者理解の

ଦ進と相੕信頼の環境ߠくߢࠅあޔࠅ後者ߪ新ߒい行動の習得ߢある。そߒてޔ心理教育ࡓ࡜ࠣࡠࡊ

の主要ߥ目的とߒて㧞点挙ࠇࠄߍる。第一にޔ問題߿困難を抱えている人々に心理学の発見߿知識ޔ

߹たそࠄࠇを活用ߒた対処法を伝えてޔ彼ࠄをエンࡄワߔ࡯ることߢある。第ੑにޔ心理的・社会的

サ࠻࡯ࡐを最大限に活用ߔるためのࡓ࡜ࠣࡠࡊをឭ供ߔることߢ自己信頼を回ᓳޔߒ彼ࠄの日常生活

を活性化さߖることߢある。 

網 現在ޔ日本の学校現場ޔߪߢ一次的援助ߥߔޔわち੍防的･発㆐ଦ進的援助サࡆ࡯スޔ߿学⚖崩壊ޔ

いߓめߤߥの対応を含߻学⚖経営の࡞࠺ࡕとߒてޔ心理教育߇ࡓ࡜ࠣࡠࡊ多様ߥ広ࠅ߇をみߖている

㧔石隈㧘1999㧕。 

網 学校現場ߢ実ᣉさࠇているࡓ࡜ࠣࡠࡊ内容とߒてޔߪ構成的ࠣࡊ࡯࡞エンࠞウンタ࡯㧔SGE㧧

Structured Group Encounter㧕㧔國分・國分㧘2004㧕ࠕޔサ࡯ション࠾࡯࡟࠻ンࠣ㧔園↰・中㊍㧘

2000㧕ޔソ࡯シャ࡞スࠠ࠾࡯࡟࠻࡞ンࠣ㧔SST㧧Social Skills Training㧕㧔૒藤・૒藤㧘2006㧕ޔス

チ࡯ࡠࡊࠕ認知行動療法的ޔ㧔Ṛ㧘2004㧕࠻࡯ࡐサࠕࡇޔ㧔山中・冨永㧘2000㧕࠻ンࡔࠫࡀࡑス࡟࠻

㧔Stallard,P.㧘2006㧕ޔߤߥ多岐にわたߞている。 
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Τ．目的 

 

網 前章ޔߪߢ日本の青少年の自ዅ感情ޔ߇特に小学校ࠄ߆中学校への移行ᤨ期にૐਅߔる傾向にあޔࠅ

その原因߿関ㅪߔると考えࠇࠄる問題について概観ߒた。中学生の自ዅ感情ޔߪ発㆐段㓏における自

己否定的ߥゆ߉ࠄに影響さߔ߿ࠇくޔ日本の文化的・社会的ߥ影響߽ฃけていると考えࠇࠄる。߹たޔ

こうߒた中学生の自ዅ感情のૐਅޔߪ暴力行ὑ߿不⊓校といߞた問題に߽関ㅪ߇あると考えࠇࠄてお

 。ているࠇࠄ求め߇その対応ޔࠅ

網 ᐔ成 24 年ᐲࠄ߆実ᣉの新学習指ዉ要領ޟޔߪߢゆとޟ߆ޠࠅ⹣め込みߥߪߢ߆ޠくޟޔ生߈る力ޠ

を育߻こと߇㊀視さࠇている。変化の激ߒいこࠄ߆ࠇの社会においてޟޔߪ自己との対話を㊀ߨつつޔ

他者߿社会ޔ自然߿環境と共に生߈るޔ積極的ޡߥ開ࠇ߆た個ߢޢあること߇求めࠇࠄるޠとߒてい

る。 

網 ߹たޔ㆏ᓼ教育のల実߇改善事㗄とߒて挙ޟޔࠇࠄߍ自分への信頼感߿自信ߤߥの自ዅ感情߿他者

への思いߤߥࠅ߿の㆏ᓼ性を養うޠことの㊀要性について述ࠇࠄߴている㧔ᐔ成 20 年 1 ᦬ޟᐜ稚園ޔ

小学校ޔ中学校ޔ高等学校及び特別支援学校の学習指ዉ要領等の改善について㧔答申㧕ޠ中央教育審

議会㧕。 

網 こߢ߹ࠇに߽ޔ㆏ᓼ߿総合のᤨ間を使ߞた授業においてޔさ߹ߥ߹ߑ試みߥ߇さࠇて߈ている。自

ዅ感情とソ࡯シャ࡞スࠠ߿࡞ス࡟࠻ス෻応との関ㅪ性ޔ抑うつ傾向との関ㅪ性を検討ߒた研究߽ߤߥ

見ࠇࠄる。ޔߒ߆ߒ中学生の自ዅ感情を高めるための実⸽的研究ߪあ߹ࠅおこߥわࠇておޔߕࠄその

効果についての十分ߥ検⸽ߥߪさࠇていߥい。 

網 そこߢ本研究においてޔߪ中学生を対象とߒてޔ自ዅ感情を高めるのに効果的と考えࠇࠄる心理教

育的ࠣࡊ࡯࡞ワࠢ࡯をࠢ࡜スන૏ߢ実ᣉޔߒ自ዅ感情得点の変化を検討ߔることを目的とߔる。 

 

網 本研究の仮説とߒてޔ以ਅの 2 点をあߍる。 

仮説㧝.網  。うࠈߛ高߹る߇自ዅ感情得点ޔߪ実ᣉ後にޔてߒ実ᣉ前と比較ࠢ࡯ワࡊ࡯࡞ࠣ

仮説㧞.網 自ዅ感情得点߇高߹ߞたࠢ࡜スޔߪそうߥߢいࠢ࡜スに比ޔߴ生ᓤにࠃる߰߆ࠅえࠅシ࠻࡯

ផ察߇ࠇそޔࠄ߆の内容࡯ュࡆた担任のవ生へのインタ߹ޔる観察記録の内容ࠃ観察者に߿

さࠇるࠃうߥエࡇソ࡯ド߇見ࠇࠄるࠈߛう。 
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Υ．方法 

 

㧝．調査対象 

対象者ޔߪ౏立Ｘ中学校に在籍ߔる㧝年生㧟学⚖㧔a 組［男子 9 ฬޔ女子 18 ฬ］㧘b 組［男子 9 ฬޔ

女子 19 ฬ］㧘c 組［男子 10 ฬޔ女子 18 ฬ］㧕ޔ㧟年生㧟学⚖㧔d 組［男子 16 ฬޔ女子 15 ฬ］㧘e

組［男子 16 ฬޔ女子 15 ฬ］㧘f 組［男子 16 ฬޔ女子 14 ฬ］㧕の計 175 ฬߢある。 

統制群に関ߒてޔߪ౏立学校の特性਄ޔ同内容の授業を一斉に行うこと߇求めࠇࠄたため設けるこ

とߥ߆ߪわޔߕ実験群の前後比較にࠃる検討を行うこととߒた。 

 

㧞．実施時期 

網 2011ޔߪࠢ࡯ワࡊ࡯࡞ࠣ 年 6 ᦬中にㅳ㧝回ߕつޔ計㧞回ޔ㆏ᓼのᤨ間を用いて行わࠇた。㧝回あ

たࠅのᤨ間ߪ 50 分ߢあߞた。 

網 ੺入前の自ዅ感情ዤᐲの査定ߪ㧝回目のࠣࡊ࡯࡞ワࠢ࡯実ᣉ直前にޔ੺入後の査定ߪ㧞回目のࠣ࡞

 。たࠇ実ᣉ㧝ㅳ間後に行わࠢ࡯ワࡊ࡯

 

㧟．実施方法 

網 ている担任のవ生ߒスの特性を把握࡜ࠢ߿生ᓤޔࠅ生ᓤに関わࠄ߆᥉段ޔߪ実ᣉ者ࠢ࡯ワࡊ࡯࡞ࠣ

にお㗿いߒた。ࠣࡊ࡯࡞ワࠢ࡯のㆬ定ޔߪ学校側と相談を㊀ߨ᳿定ߒた。 

授業の最後にޔߪ生ᓤに߆ࠅ߰ޟえࠅシޠ࠻࡯への記入をお㗿いޔߒ質問㗄目と自由記述にࠃる感

想を求めた。 

網 加えてࡊ࡯࡞ࠣޔワࠢ࡯の実ᣉ状況の観察と補助のためޔ各ࠢ࡜スに㧝ฬߕつ観察者を配置ߒた。

観察ද力者にޔߪ事前にࠣࡊ࡯࡞ワࠢ࡯内容の説᣿を行いޔ観察ࡐインߤߥ࠻の統一をߞ߆ߪた。 

 

㧠．ࠣ࡯࡞プワࠢ࡯の概要 

ワࡊ࡯࡞以ਅのࠣޔションの概念を用いた࡯サࠕンࠣとࡒ࡯࡟ࡈ࡝ޔてߒの内容とࠢ࡯ワࡊ࡯࡞ࠣ

指ዉ案をឭࠢ࡯ワߓ同ߪ㧢人のవ生方にޔߒの実ᣉに際ࡓ࡜ࠣࡠࡊ各ޔおߥ。たߒを構成要素とࠢ࡯

示ޔߒそࠇに添ߞた実ᣉをお㗿いߒた。 

 

㧔㧝㧕㧝回目ޟみࡒ࡯࡟ࡈ࡝ߢߥࠎンࠣޠ 

㧔國分ᐽ孝・國分久子総✬集ޡ構成的ࠣࡊ࡯࡞エンࠞウンタ࡯事ౖޢ࿑書文化ࠅࠃ㧕 

網 ޔࠅておࠇ使わߢ心理学全般ߤߥ交流分析ޔ認知行動療法ޔめߓߪ家族療法をޔߪンࠣࡒ࡯࡟ࡈ࡝

物の見方߿考え方のᨒ組みを変え߽ޔのߏとを捉え直ߔ心の働߈のこととさࠇている。 

ここߢㆬ定ߒたワޔߪߢࠢ࡯自分自身߇短所と思ߞている部分をޔ෹人に長所に書߈直ߒて߽ࠄう
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ことޔߢ認知スタイ࡞の改善をޔࠅ߆ߪ自己肯定感を高めることを目的とߒている。さࠄに࡯࡞ࠣޔ

ス全体の雰࿐気の改善に࡜ࠢޔߒ相੕理解をଦޔ他者ฃ容ޔくߥߢけߛ自己ฃ容ޔてߒを通ࠢ࡯ワࡊ

߽⽸献ߔることを目指ߔ。 

 

㧔㧞㧕2 回目ޟ෹㆐に߶め言葉の࠯࡟ࡊン࠻をࠃߒうޠ 

㧔園↰㓷代,中㊍洋子著ޡ子߽ߤのためのࠕサ࡯ション自己表現ࠣࡊ࡯࡞ワޢࠢ࡯日精研心理臨床セン

タࠅࠃ✬࡯㧕 

網 このワࠢ࡯の࡯ࡌスにࠕޔߪサ࡯ションのޟ自分߽相手߽大ಾにߒた自己表現ޠという考え方߇あ

る。ࠕサ࡯ション1950ޔߪ 年代にޔ対人関係߇⧰手ߥ人ޔ߿自己表現に困難さを感ߓている人を援助

ޔߪている。その考え方の基本にあるのߒ行動療法の߭とつに端を発ޔߢた߽のࠇࠄるために考えߔ

るこߴ述ߢ方法ߥた適ಾߞその場の状況に合ޔ率直にޔ正直にޔをߤߥ欲求ޔ考え߿自分の気持ちޟ

とߢޠある。ここߢいう適ಾߥ自己表現とޔߪ非主張的ߥ自己表現ޔ߽ߢ攻撃的ߥ自己表現ߥ߽ߢくޔ

ߥその異ޔࠅߥ当然異ߪ方ߓ感߿考え方ࠅ一人߭とޔࠅ߹ある。つߢ自己表現のことߥࡉࠖ࠹࡯サࠕ

あうこߒた相手の意見߽大ಾにࠇ率直に表現さޔߒの㆑いをዅ㊀ࠇߙࠇそޔ߇た意見を持つ者同士ߞ

とޔߢ相੕理解を深めていくことߢある。 

網 このワޔߪߢࠢ࡯お੕いの良いとこࠈを見つけޔ認め合うߛけߥߢくޔ߶めてくࠇた相手の言葉を

気持ちࠃくฃけとめることޔߢ相手を大ಾにߔること߽学ぶ。߹たߢࡊ࡯࡞ࠣޔ取ࠅ組߻中ޔߢそࠇ

 。ߔ自ዅ感情の向਄を目指ޔるࠃ他者ዅ㊀にޔ自己ዅ㊀ޔ方߽認め合いߓの感ࠇߙ

 

㧡．使用ߒた尺度 

㧔㧝㧕自ዅ感情測定ዤᐲ 

網 思春期・青年期以降の自ዅ感情を把握ߔる際にޔ最߽ࠃく使用さࠇているの࠯࡯ࡠޔߪンࠣ࡯ࡃの

自ዅ感情測定ዤᐲߢある。こࠇ以外に߽自ዅ感情測定ዤᐲߪいくつ߆あるޔ߇学校側とද議ߒた結果ޔ

੹回ߪ東੩都 の自ዅ感情測定ዤᐲ㧔2010㧕を用いることとߒた。 

自ዅ感情測定ዤᐲ㧔東੩都 㧕࠯࡯ࡠޔߪンࡊ࡯ࡐ߿ࠣ࡯ࡃにࠃる自ዅ感情測定ዤᐲを߽とにޔ東

੩都教職員研ୃセンタ࡯研ୃ部教育開発課ޔ߇慶ᙥ義塾大学とㅪ携ߒて作成ߒた߽のߢある。このዤ

ᐲޔߪ学校教育ߢ求めࠇࠄる望߹ߒい姿を考慮ߒてޔ自ዅ感情߿自己肯定感を高めるために大ಾߥ視

点ߢあるޟޔ他者ޟ߿ޠ将来ޠに関ߔる㗄目߇入ߞているの߇特ᓽ的ߢある。 

網 ߹たޔ因子分析の結果ޟޔA 自己評価・自己ฃ容ޟޠB 関係の中ߢの自己ޟޠC 自己主張・自己᳿

定ޠの㧟因子߇見出さࠇている。そࠇߙࠇの因子を構成ߒている質問㗄目とߒてޟޔߪA 自己評価・

自己ฃ容ޔߪޠ自分のࠃさを実感ޔߒ自分を肯定的に認めているߤ߆うޟޔ߆B 関係の中ߢの自己ޠ

の人のሽ在の大ಾさࠅ周߿ていることߞの人の役に立ࠅ周߇自分ޔてߒを通ࠅ人との関わߥ多様ޔߪ

を感ߓているߤ߆うޟޔ߆C 自己主張・自己᳿定ޔߪޠ੹の自分をฃけᱛめޔ自分の可能性について
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気ߠいているߤ߆うޔ߆といߞた㗄目߇含߹ࠇている。 

網 ੹回の調査においてࡊ࡯࡞ࠣޔߪワࠢ࡯にࠃる生ᓤの自ዅ感情得点の変化をみるためޔ自ዅ感情測

定ዤᐲ㧔東੩都  2010：質問㗄目 22 㗄目㧕への回答をޔワࠢ࡯の実ᣉ前と実ᣉ後に求めた。回答ޔߪ

児童߇在籍ߒている学⚖においてޔ担任のవ生の指示に基߈ߠ一斉回答形式ߢ実ᣉさࠇた。倫理的観

点ޔࠄ߆Ԙ正ߒい答えߥߪくޔ回答ߪ強制ߥߪߢいことޔԙ個人情報ߪ厳㊀に保護さࠇることޔԚ個

人߇特定さࠇる事ߥߪいことޔԛ成績とߪ一ಾ関係ߥいことޔといߞた点に関ߒて説᣿を行ߞた。記

ฬに関ߒてޔߪワࠢ࡯前後の࡯࠺タを比較検討ߔる必要߇あߞたためޔ学籍番ภࠄߥびに氏ฬの記載

を求めޔ変化を測定߈ߢるࠃうにߒた。ߥお氏ฬに関ߒてߪ検討࡯࠺タにߪ含ߢࠎいߥい。 

 

㧔㧞㧕生ᓤへの質問⚕調査 

網 授業後߆ࠅ߰ޔえࠅシ࠻࡯㧔質問㗄目㧔㧠件法㧕とޔ自由記述㧕への記入をޔ生ᓤに求めた。こࠇ

ワޔてߞࠃることにߨߕ直接生ᓤ自身に感想をたޔくߥߢけߛる測定ࠃ観察法に߿自ዅ感情ዤᐲޔߪ

 。あるߢをみるため߆たのߞあ߇効果ߥうࠃのߤޔࠇࠄうにฃけᱛめࠃのߤ生ᓤに߇ࠢ࡯

 

㧔㧟㧕授業観察 

網 ワࠢ࡯の実ᣉ状況を把握ޔߒ生ᓤの言動߿他者との߆߆わࠅの様子を捉えるためޔ質問⚕調査に加

えޔ観察法を用いることとߒた。観察法とޟޔߪ人間߿動物の行動を自然ߥ状況߿実験的ߥ状況の߽

とߢ観察ޔ記録ޔ分析ޔߒ行動の質的・㊂的特ᓽ߿行動の法則性を解᣿ߔる方法ޠ㧔中澤他㧘1997㧕

のことߢある。観察法にߞࠃてޔ対象者同士のコࡒュ࠾ケ࡯ションの様子ޔ߿ワࠢ࡯への参加態ᐲޔ

ワࠢ࡯実ᣉ者とのࠅ߿取ࠅの様子ޔߤߥあࠅの߹߹の行動߿状況を捉えることを目的とߒた。 

網 観察者ޔߪ全ࠢ࡜ス一斉実ᣉとߞߥたためޔ臨床心理学専ୃの㧝・㧞年生㧢ฬにද力を依頼ޔߒ各

ࠢ࡯ワࡊ࡯࡞ࠣޔ行動観察を行いޔスの様子を中心に࡜ࠢ߿た。生ᓤの言動ߒつ配置ߕスに㧝ฬ࡜ࠢ

の実ᣉ状況の筆記記録と࡜ࠢޔスࠄ߆ฃけたශ象を評定ዤᐲにࠅࠃ記入ߒて߽ߞࠄた。筆者ߪ自由に

各教ቶを回ޔࠅ全体を把握߈ߢるࠃうにߒた。 

網 ޔて㧔㧥問㧕ߒ෹㆐との関係性に関ޔて㧔㧥問㧕ߒ個々人の様子に関ޔߪ評定ዤᐲの質問㗄目ޔおߥ

ワࠢ࡯への取ࠅ組みに関ߒて㧔㧠問㧕の計 22 問を設定ޔߒスケޔߪ࡞࡯㧡㧔あてߪ߹る㧕－㧝㧔あ

てߥࠄ߹ߪい㧕の㧡段㓏評定とߒた。 

 

㧔㧠㧕担任のవ生へのインタࡆュ࡯ 

網 実ᣉ後のࠢ࡯ワࡊ࡯࡞ࠣ 2011 年 11 ᦬にࠣޔ その後ޔスの特ᓽ࡜ࠢ߿た感想ߒを実ᣉࠢ࡯ワࡊ࡯࡞

のࠢ࡜スの状況に関ߒてޔ担任のవ生にインタࡆュ࡯を行ߞた。こޔߪࠇ᥉段ࠄ߆生ᓤと߆߆わࠅの

ある担任のవ生の視点を通ߒてࠢ࡜スを見ることにߞࠃてޔ生ᓤへのワࠢ࡯の影響をࠅࠃ多角的に捉

えるためߢある。 



－網拙枯喩網－網

網 インタࡆュ࡯の実ᣉ場所ߪ職員ቶᤨޔ間Ꮺߪ各వ生方のߏ都合に合わߖてޔ空いている授業ᤨ間߆

᡼課後に行ߞた。インタࡆュᤨ࡯間ߪ㧝人 10 分程ᐲޔߢ㧢人のవ生方へのインタࡆュߪ࡯筆者߇担

当ߒた。 

 

Φ．結果 

 

㧝．自ዅ感情得点の統計結果 

㧔㧝㧕自ዅ感情得点の変化 

統計処理にあたޔࠅい߆ࠇߕのワࠢ࡯に参加ߞ߆ߥߒた者ޔ前後ߤち߆ࠄの自ዅ感情ࠕンケ࠻࡯を

ᰳ席ߒた者ߪ㒰外ޔߒ合計 142 ฬを対象とߒた。 

 

γ㧕全体の前後比較 

全体の自ዅ感情得点をޔワࠢ࡯前後ߢ比較ߒたとこޔࠈワࠢ࡯実ᣉ後において1ޔ㧑水準ߢ有意

に得点߇高くߥること߇示さࠇた。 

 

平均 SD SD ｔ値

2.80 0.46 0.47 3.45 **

** p＜.01

表䋱　全体䈱自尊感情得点䈱変化　　　　䋨n=142䋩

Pre Post

平均

2.87

 

 

δ㧕各学年の前後比較とޔ学年間の比較 

学年ߏとに自ዅ感情得点の前後比較を行ߞたとこޔࠈ㧝年生㧟年生と߽にワࠢ࡯実ᣉ後において

㧡㧑水準ߢ有意に得点߇高くߥること߇示さࠇた。 

 

表䋲　学ᐕ䈗䈫䈱自尊感情得点䈱変化　

平均 SD 平均 SD ｔ値

2.87 0.41 2.94 0.43 2.27 *

2.73 0.50 2.80 0.51 2.60 *

* p＜.05

1ᐕ生(71)

3ᐕ生(71)

学ᐕ(N)

Pre Post
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ε㧕男子生ᓤ・女子生ᓤの前後比較とޔ性別間の比較 

性別ߏとに自ዅ感情得点の前後比較を行ߞたとこޔࠈワࠢ࡯実ᣉ後においてޔ男子ߪ㧡㧑水準ޔߢ

女子ߪ 1㧑水準ߢ有意に得点߇高くߥること߇示さࠇた。 

 

表３　性別䈗䈫䈱自尊感情得点䈱変化

平均 SD 平均 SD ｔ値

2.65 0.48 2.72 0.53 2.06 *

2.91 0.42 2.98 0.40 2.77 **

* p＜.05， ** p＜.01

女子(84)

Pre Post

性別(N)

男子(58)

 

 

ζ㧕ࠢ࡜スߏとの前後比較 

㧡㧑水準ߪｆ組ޔ実ᣉ後においてࠢ࡯ワޔࠈたとこߞとに自ዅ感情得点の前後比較を行ߏス࡜ࠢ

 。たࠇ示さ߇る傾向ߥ高くߪｂ組ޔࠇ示さ߇ることߥ高く߇有意に得点ߢ

 

表䋴　䉪䊤ス䈗䈫䈱自尊感情得点䈱変化　

平均 SD 平均 SD ｔ値

1ᐕ生 a組䋨22䋩 2.89 0.35 2.90 0.35 0.38

b組䋨25䋩 2.85 0.46 2.95 0.45 1.76 †

c組䋨24䋩 2.89 0.43 2.96 0.48 1.48

3ᐕ生 d組䋨24䋩 2.73 0.46 2.82 0.52 1.56

e組䋨26䋩 2.84 0.55 2.86 0.51 0.57

f組䋨21䋩 2.60 0.48 2.72 0.51 2.43 *

† p＜.10，* p＜.05

Pre Post

ｸﾗｽ(N)

 

 

㧔㧞㧕自ዅ感情因子別得点の変化 

 

γ㧕全体の因子別前後比較 

全体の自ዅ感情得点をޔ因子ߏとにワࠢ࡯前後ߢ比較ߒた。その結果ޔワࠢ࡯実ᣉ後におけるޟAޠ

因子ߪ㧡㧑水準ޟޔߢCޠ因子ߪ 0.㧝㧑水準ߢ有意に高߹ߞた。 
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表䋵　全体䈱因子別自尊感情得点䈱変化　　　　　䋨n=142䋩

平均 SD 平均 SD ｔ値

2.49 0.59 2.56 0.58 2.59 *

3.03 0.49 3.06 0.50 1.23

2.89 0.53 3.00 0.55 3.68 ***

  * p＜.05， *** p＜.001

㪚自己主張・自己᳿定

Pre Post

因子

㪘自己評価・自己ฃ容

㪙関係䈱中䈪䈱自己

 

 

δ㧕学年ߏとの因子別前後比較 

学年別の自ዅ感情得点をޔ因子ߏとにワࠢ࡯前後ߢ比較ߒた。その結果ޔワࠢ࡯実ᣉ後における

1 年生のޟCޠ因子ߢ 1㧑水準3ޔ 年生のޟAޟޠCޠ因子ߢ 5㧑水準ߢ有意に高߹ߞた。 

 

表䋶　学ᐕ䈗䈫䈱因子別自尊感情得点䈱変化

学ᐕ(N) 因子 平均 SD 平均 SD ｔ値

1ᐕ生(71) A 2.55 0.54 2.62 0.55 1.56

B 3.13 0.45 3.14 0.45 0.39

C 2.95 0.46 3.07 0.50 2.89 **

3ᐕ生(71) A 2.43 0.63 2.51 0.61 2.24 *

B 2.93 0.52 2.98 0.54 1.31

C 2.83 0.59 2.93 0.59 2.32 *

** p＜.01,  * p＜.05

Pre Post

 

 

ε㧕男子生ᓤ・女子生ᓤの因子別前後比較 

男女別の自ዅ感情得点をޔ因子ߏとにワࠢ࡯前後ߢ比較ߒた。その結果ޔワࠢ࡯実ᣉ後においてޔ

男子生ᓤޟߪCޠ因子߇高くߥる傾向߇みޔࠇࠄ女子生ᓤޟߪAޠ因子߇ 5㧑水準ޟޔߢCޠ因子ߪ

1㧑水準ߢ有意に高߹ߞた。 
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表7　性別䈗䈫䈱因子別自尊感情得点䈱変化

性別(N) 因子 平均 SD 平均 SD ｔ値

男子(58) A 2.38 0.60 2.45 0.63 1.60

B 2.83 0.51 2.87 0.55 0.81

C 2.74 0.55 2.84 0.62 1.99 †

女子(84) A 2.56 0.57 2.64 0.54 2.03 *

B 3.16 0.44 3.19 0.43 0.92

C 3.00 0.46 3.11 0.47 3.19 **

† p＜.10,  * p＜.05,  ** p＜.01

Pre Post

 

 

ζ㧕ࠢ࡜スߏとの因子別前後比較 

実ᣉ後におࠢ࡯ワޔた。その結果ߒ比較ߢ前後ࠢ࡯とにワߏ因子ޔとの自ዅ感情得点をߏス࡜ࠢ

いてޔb 組ޟߪCޠ因子߇高くߥる傾向߇みࠇࠄた。d 組ޟߪAޠ因子߇ 5㧑水準ߢ有意に高߹ߞた。

f 組ޟߪAޠ因子߇高くߥる傾向を示ޟޔߒBޠ因子ߪ 5㧑水準ߢ有意に高߹ߞた。 

 

表８　䉪䊤ス䈗䈫䈱因子別自尊感情得点䈱変化

ｸﾗｽ(N) 因子 平均 SD 平均 SD ｔ値

a組䋨22䋩 A 2.52 0.45 2.52 0.43 0.06

B 3.12 0.40 3.12 0.37 1.26

C 2.99 0.41 3.08 0.47 1.33

b組䋨25䋩 A 2.50 0.62 2.65 0.60 1.55

B 3.10 0.48 3.12 0.50 0.35

C 2.94 0.52 3.09 0.51 1.90 †

c組䋨24䋩 A 2.61 0.54 2.66 0.61 0.77

B 3.12 0.47 3.18 0.48 0.89

C 2.93 0.46 3.04 0.54 1.67

d組䋨24䋩 A 2.47 0.59 2.58 0.58 2.09 *

B 2.88 0.44 2.89 0.53 0.15

C 2.85 0.53 2.97 0.64 1.57

e組䋨26䋩 A 2.59 0.62 2.58 0.58 0.08

B 3.01 0.61 3.00 0.58 0.11

C 2.91 0.64 3.00 0.54 1.48

f組䋨21䋩 A 2.20 0.66 2.32 0.64 2.00 †

B 2.88 0.49 3.04 0.51 2.65 *

C 2.71 0.62 2.80 0.58 0.97

† p＜.10，* p＜.05

Pre Post
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㧞．生徒によるޟふ߆ࠅえޠ࠻࡯ࠪࠅ㧔質問⚕㧕 

㧔㧝㧕生ᓤにࠃる߆ࠅ߰ޟえࠅシޠ࠻࡯の評定㗄目 

質問㗄目への回答結果を数値化㧔高評価㧠～ૐ評価㧝㧕ޔߒ性別・学年・ࠢ࡜スにࠃる差を比較検

討ߒた。1 回目㧔みࡒ࡯࡟ࡈ࡝ߢߥࠎンࠣޔ以ਅ同様㧕のワߪࠢ࡯ 166 ฬ2ޔ 回目㧔෹㆐に߶め言葉

の࠯࡟ࡊン࠻をࠃߒうޔ以ਅ同様㧕のワߪࠢ࡯ 167 ฬの࡯࠺タを対象とߒた。質問㗄目ߪਅ記の番ภ

 。ߔ示ߢ

　[ ふ䉍䈎え䉍シ䊷䊃䈱 質問項目 ]

 䉂䉖䈭䈪䊥フレ䊷ミン䉫: 㽲㽳㽴㽵    友達䈮ほ䉄言葉䈱プレゼン䊃をし䉋う: 㽲'㽳'㽴'㽵'㽶'

㽲㽲’    今日䈱䈖䈱活動䈲䇮あ䈭た䈮䈫っ䈩楽し䈎った䈪す䈎䋿

㽳㽳’    ワ䊷䉪䈱内容䈲䇮簡単䈪した䈎䋿 難し䈎った䈪す䈎䋿䋨簡単 䋴 䋭 䋱 難しい䋩

㽴㽴’    今日やった䈖䈫䈪䇮得䉌䉏た䈖䈫や䇮䈖䉏䈎䉌䈮生䈎したい䈫思う䈖䈫䈲あ䉍䉁した䈎䋿

  㽵　　    友達䈏䊥フレ䊷ミン䉫し䈩く䉏た言葉䈮䈲䇮納得䈪䈐䉁した䈎䋿

   㽵’     ほ䉄言葉を䉅䉌った時䈲䇮う䉏し䈎った䈪す䈎䋿

   㽶’    友達䈮䇮ほ䉄言葉䈱プレゼン䊃䈏䈪䈐䈩䉋䈎った䈫思い䉁す䈎䋿

 

γ㧕評定㗄目における学年間の得点差 

1 回目のワޔߪߢࠢ࡯㧟年生ࠅࠃ㧝年生の߶う߇評価得点߇高くޔ㗄目ԘԚԛにおいてޔ有意に

高い結果とߞߥた。2 回目のワޔ߽ߢࠢ࡯㗄目ԛ’においてޔ㧝年生の߶う߇有意に高い結果とߞߥ

た。唯一1ޔ 回目のワࠢ࡯に関ߔる㗄目ԙのみޔ㧝年生ࠅࠃ㧟年生の得点߇高い傾向にあߞた。 

 

表㪈㪇　ふ䉍䈎え䉍シ䊷䊃䈱評定項目䈮䈍け䉎学ᐕ比較

項目 平均 SD 平均 SD ｔ値

䊥䊐䊧䊷䊚ン䉫 㽲 3.29 0.64 3.02 0.48 2.64 **

㽳 2.54 0.82 2.74 0.73 1.67 †

㽴 3.22 0.63 2.83 0.76 3.57 ***

㽵 3.48 0.77 3.21 0.75 2.22 *

項目 平均 SD 平均 SD ｔ値

䈾䉄言葉 㽲’ 3.35 0.69 3.25 0.69 1.00

㽳’ 2.66 0.86 2.68 0.80 0.18

㽴’ 3.13 0.68 3.12 0.75 0.15

㽵’ 3.51 0.71 3.26 0.80 2.16 *

㽶’ 3.48 0.65 3.41 0.70 0.61

 † p＜.10， * p＜.05， ** p＜.01， *** p＜.001

1年生䋨N=82䋩 3年生䋨N=84䋩

1年生䋨N=82䋩 3年生䋨N=85䋩
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δ㧕評定㗄目における性別間の得点差 

1 回目のワࠢ࡯の㗄目ԙ以外ߴߔޔߪて有意差߇認めࠇࠄた。いࠇߕの㗄目において߽ޔ男子

生ᓤࠅࠃ女子生ᓤの߶う߇有意に高い結果とߞߥた。 

表㪈㪈　ふ䉍䈎え䉍シ䊷䊃䈱評定項目䈮䈍け䉎性別比較

項目 平均 SD 平均 SD ｔ値

䊥䊐䊧䊷䊚ン䉫 㽲 2.99 0.66 3.28 0.65 2.80 **

㽳 2.65 0.84 2.63 0.74 0.12

㽴 2.79 0.80 3.18 0.62 3.54 **

㽵 3.07 0.78 3.53 0.71 3.93 ***

項目 平均 SD 平均 SD ｔ値

䈾䉄言葉 㽲’ 3.09 0.76 3.45 0.60 3.51 **

㽳’ 2.51 0.96 2.78 0.71 1.99 *

㽴’ 2.89 0.79 3.30 0.60 3.85 ***

㽵’ 3.01 0.86 3.65 0.56 5.78 ***

㽶’ 3.16 0.79 3.65 0.48 4.99 ***

 † p＜.10， * p＜.05， ** p＜.01， *** p＜.001

男子䋨N=70䋩 女子䋨N=97䋩

男子䋨N=68䋩 女子䋨N=98䋩

 

 

ε㧕評定㗄目におけるࠢ࡜ス間の得点差 

評定㗄目におけるࠢ࡜ス間の得点差をみるため2ޔ 要因の分ᢔ分析をおこߞߥた࡜ࠢޔ߇ス間

の差ߪ認めߞ߆ߥࠇࠄた。各ࠢ࡜スの㗄目ߏとのᐔ均値をࠣࡈ࡜にߒた߽のを࿑㧝・࿑㧞に示ߔ。 

 

࿑㧝 ࠢࠬ࡜೎ふ߆ࠅえ࠻࡯ࠪࠅ評定得点 ࡒ࡯࡟ࡈ࡝ߢߥࠎߺンࠣ 

2.00

2.20

2.40

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

3.80

㽲 㽳 㽴 㽵

a組

b組

c組

d組

e組

f組
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࿑㧞 ࠢࠬ࡜೎ふ߆ࠅえ࠻࡯ࠪࠅ評定得点 ෹㆐にほ߼言葉のプ࠯࡟ンߒࠍ࠻よう 

2.20

2.40

2.60
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㧔㧞㧕生ᓤにࠃる߆ࠅ߰ޟえࠅシޠ࠻࡯の自由記述の分析 

網 生ᓤにࠃる自由記述ޔߪKJ 法を援用ޔߒ質的に分析ߔることとߒた。その結果ޔ以ਅのࠞ࡝ࠧ࠹

 。ߔ示ߢޠޟߪ࡯࡝ࠧ࠹小ࠞޔ㧨㧪ߪ࡯࡝ࠧ࠹た。大ࠞ߈ߢ߇ることߔに分類࡯

 

㧨他者との関係㧪̕̕ޟ他者交流ޟޠ他者の視点ޟޠ他者ዅ㊀ޟޠ希少ߥ経験ޟޠ再体験の希望ޠ

 ޠスへの希望࡜ࠢޟ

㧨自己への気߈ߠ㧪̕ޟ自己表᣿ޟޠ᳿意ޟޠ自己理解ޟޠ認知の変化ޠ 

㧨授業への感想㧪̕̕ޟワࠢ࡯の難ᤃᐲޟޠ評価ޟޠ学びޟޠ感想ޠ 

㧨疑問・質問㧪̕̕̕ޟ疑問・質問ޠ 

 

㧝年 a 組ޔc 組においてޔߪ߶とߤࠎの生ᓤ߇感想を記入ߒておޔࠅ内容߽㧨他者との関係㧪ࠄ߆

㧨自己への気߈ߠ㧪㧨授業への感想㧪߹࡜ࡃޔߢエࠖ࠹に富ߢࠎいる。b 組ޔߪ男子生ᓤの記述㊂߇

少ߞ߆ߥたޔ߇女子生ᓤの感想ߪワࠢ࡯に対ߔる肯定的ߥ評価߇多くみࠇࠄた。 

㧟年生ޔߪߢｆ組の記述㊂の多さ߇目立ߞた。その中ޔ߽ߢ㧨他者との関係㧪におけるޟ他者交流ޠ

の深߹ޟޔ߿ࠅ他者ዅ㊀ޠといߞた視点ߢ書ࠇ߆ている߽の߇多ߞ߆た。ｄ組ޔe 組ޔߪߢ㧨授業へ

の感想㧪に関ߔる内容߇多くみࠇࠄた。 

 

㧟．授業観察者による評定結果と観察記録 

網 評定結果࡜ࠢޔߪࠄ߆スߏとの差ߪあ߹ࠅ᣿確にߞ߆ߥࠄߥた。ޔߒ߆ߒ観察記録࡜ࠢޔߪࠄ߆ス

生ᓤ同߿ࠅ取ࠅ߿వ生と生ᓤ間のޔた。とくに߈ߢ߇い知ること߇߆生ᓤの様子をう߿との雰࿐気ߏ

士の様子を把握ߔること߈ߢ߇た。 
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㧠．担任の先生߳のインࡆ࠲ュ࡯ 

網 インタࡆュ࡯実ᣉ߇夏休み後とᤨޔࠅߥ間߇経過ߒていたためޔ詳細ߥ感想をいたߛくことߪ難ߒ

い状況ߢあߞた。ޔࠄ߇ߥߒ߆ߒワࠢ࡯実ᣉの手応え࡜ࠢޔ߿スߏとの特ᓽを伺ߞたことޔߢ数値ߛ

けߪߢ測ߥࠇい࡜ࠢޔスの力動߿生߈た生ᓤ像を教えていたߛくこと߈ߢ߇た。 

 

Ⅵ．考察 

 

㧝．仮⺑㧝の検⸽ 

網 自ዅ感情得点をࠣࡊ࡯࡞ワࠢ࡯実ᣉ前後ߢ比較ߒた結果ޔ㧔㧝㧕全体㧔㧞㧕学年ߏと㧔㧟㧕性別ߏ

とのいࠇߕにおいて߽有意に਄᣹ߒておޔࠅ仮説㧝を支持ߔる結果とߞߥた。以ਅにޔそࠇߙࠇの考

察を示ߔ。 

 

㧔㧝㧕全体 

網 全体の自ዅ感情得点ࡊ࡯࡞ࠣޔߪワࠢ࡯実ᣉ後において有意に਄᣹ߒていた㧔表 1㧕。因子ߏとの

変化を見ると3ޔ 因子の中ޔߢ最߽大ߥ߈有意差を示ߒたのޟߪC 自己主張・自己᳿定ޠ因子ߢあߞ

た㧔表 5㧕。生ᓤにࠃる߰߆ࠅえࠅシ࠻࡯の自由記述ޟޔ߽ࠄ߆思ߞてることを言えたのߞ߆ࠃߢたޠ

自分の気持ޔ߇ࠢ࡯たワߒた。੹回実ᣉࠇࠄ認め߇ている様子ߓたと感ߞ߆て良߈ߢ自己主張ޔߤߥ

ち߿考えを相手に伝えるといߞたޔ自己表᣿を含߽߻のߢあߞたこと߇影響ޟޔߒCޠ因子߇਄᣹ߒ

たと考えること߽ࠃ߈ߢう。 

網 さࠄにޟޔA 自己評価・自己ฃ容ޠ因子について߽ޔ有意差߇認めࠇࠄた㧔表 5㧕。この因子ߪ自

分への評価をあࠄわޟޔߒ੹の自分に満足ߒているޟޠ自分というሽ在を大ಾに思えるޠといߞたޔ

自分に対ߔる評価㗄目߇主ߢある。東੩都にࠃるޡ自ዅ感情߿自己肯定感に関ߔる意識調査㧔ᐔ成 20

年ᐲ㧕ޔߪߢޢ中学校 1 年生・3 年生と߽にޔこのޟAޠ因子߇最߽ૐい値とߞߥている。本研究ߢ

ߒ߆ߒ。たߞあߢ最߽ૐい値߇因子ޠAޟޔにおいて߽ࠇߕ実ᣉ前と実ᣉ後のいࠢ࡯ワࡊ࡯࡞ࠣޔ߽

߇ことߔ߷スの影響を及࡜ࡊ自己評価にޔࠄ߆たことߒ実ᣉ後に有意に਄᣹ࠢ࡯ワࡊ࡯࡞ࠣޔࠄ߇ߥ

 。る߈ߢとផ測߆いߥߪߢの߈ߢ

網 Bޟ 関係の中ߢの自己ޠ因子についてޔߪ有意差ߪ認めߞ߆ߥࠇࠄた㧔表 5㧕ࡊ࡯࡞ࠣޔ߇ワࠢ࡯

実ᣉ前と実ᣉ後のいࠇߕにおいて߽高い値を示ߒた。この因子にߪ⑳ޟޔߪ人のために力をዧくߒた

いޟޠ⑳にߪ自分のことを理解ߒてくࠇる人߇いるޠといߞた㗄目߇含߹ࠇておޔࠅ෹人߿周࿐の人々

との関係性߇良好ߢある様子߇う߇߆える。他の 2 つの因子と比較ߒてޔワࠢ࡯実ᣉ前ࠄ߆高いこと

 。うࠃ߈ߢ多いと考えること߽߇ている生ᓤߞた人間関係を保ߒ቟定ࠄ߆᥉段ޔࠄ߆
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㧔㧞㧕学年ߏと 

網 1年生と3年生のいࠇߕにおいて߽ࠣޔ た㧔表ߒ有意に਄᣹߇の実ᣉ後に自ዅ感情得点ࠢ࡯ワࡊ࡯࡞ 2㧕。 

網 1 年生の評定結果をみると1ޔ 回目のワޔߢࠢ࡯肯定的ߥ評価をߒていること߇わ߆る㧔表 10㧕。

自由記述をみるとޔ㧨他者との関係㧪ޟߪߢ他者交流ޟ߿ޠ他者の視点ޔ߇ޠ㧨自己への気߈ߠ㧪ߢ

思春ޔߕࠄておߒ経過߆ߒ᦬߆て数ߒた。入学ࠇࠄ多くみ߇内容ߔを示ޠ᳿意ޟ߿ޠ認知の変化ޟߪ

期の入ࠅญに差ߞ߆߆ߒた㧝年生にとߞてޔ੹回のワ࡜ࠢޔߪࠢ࡯スの෹人のことを知ޔࠅ他者の視

点に気ߠくޔ新鮮ߥ機会とߞߥたのߥߪߢいࠈߛう߆。網

網 一方ޔ㧟年生にࠃる 枡 回目のワࠢ࡯に関ߔる自由記述をみるとޟޔ㆑うと思ߞたߥޟޠに߽感ߥߓ

自己内省を深ޔ߈෹人との関係を築ޔߢの中学校生活ߢ߹ࠇた。こࠇࠄという内容߽多くみޠたߞ߆

めて߈た㧟年生にとߞて1ޔ 回目のワࠢ࡯内容ޔߪ新鮮味にᰳけたޔあるいߪ現実味にᰳけた内容に

感ࠇࠄߓたのߥࠇߒ߽߆い。ޟ短所ߪ少ߕߒつߥ߽ߢおߒていこうと思うޠというޟ᳿意ޠを書いて

いる生ᓤ߇いたこと3ޔࠄ߆ 年生にߥるとޔ自分の短所を自覚ޔ߽ࠄ߇ߥߒそこࠄ߆確固たる自己を

築いていこうというࠅࠃޔ現実的ߥ自己との格闘に移ߞていくࠃうに思わࠇる。一方2ޔ 回目のワ࡯

ࠢに関ߔる自由記述を見ると1ޔ 回目のワࠢ࡯の感想ߪࠄ߆一転ߒてޔ߶め言葉を࠯࡟ࡊンߒ࠻合う

ことにࠃるޔ嬉ߒさ߿恥ߒ߆ߕさޔߤߥ生߈生߈とߒた心の動߇߈⺒み取ࠇた。 

こࠄࠇのこと1ޔࠄ߆ 年生にとߞてޔ੹回のࠣࡊ࡯࡞ワߛ߹ޔߪࠢ࡯知ࠅ合ߞた߫ࠅ߆の他者との

交流を通ߒて信頼関係を築いたޔࠅ新出発の᳿意をଦ߆ߞ߈ߔけとߞߥたのߥߪߢい߆。そߒて 3 年

生にとߞてޔߪこߢ߹ࠇ築いた信頼関係を߽とにޔ新たߥ自己を築いていく途਄においてޔ自分の認

知について振ࠅ返ߞたޔࠅ他者ࠄ߆߶め言葉を߽ߞࠄたߔࠅることにߞࠃてޔ多少ࠅߥと߽自己を肯

定的に捉えていく߆ߞ߈けとߞߥたのߥߪߢいࠈߛう߆。 

 

㧔㧟㧕性別ߏと 

網 男子生ᓤと女子生ᓤのいࡊ࡯࡞ࠣޔ߽ࠇߕワࠢ࡯実ᣉ後に自ዅ感情得点߇有意に਄᣹ߒた㧔男子ߪ

㧡㧑水準ޔ女子ߪ㧝㧑水準㧕㧔表㧟㧕。 

生ᓤにࠃる߰߆ࠅえࠅシ࠻࡯の評定得点を男女ߢ比較ߒてみるとޔ㧝回目㧞回目のいࠇߕのワࠢ࡯

る㧔表߆わ߇有意に高いこと߇女子生ᓤの߶うߢの㗄目ߤࠎと߶ޔ߽ߢ 11㧕。つ߹ޔࠅ女子生ᓤの߶

うࠅࠃޔ߇授業を肯定的にฃけᱛめていたと考えࠇࠄる。 

授業観察者にࠃる記録にࠃるとޟޔ女子の߶う߇落ち着いて聞いているޟޠ男子ޔߪ集中ߕ߈ߢ落

ち着ߥ߆いࠃうޟޠ一部の男子ߪ他の生ᓤと話ߔ様子ߥ߇くޔవ生にଦさࠇて参加ޠといߞた記述߇

認めࠇࠄた。߶߆に߽ޟޔ女子ࠅ߈ߞߪߪと伝えているޠ様子࡜ࠢޔ߿スのޟ㧠割㧔特に男子㧕ߪ無

気力ޠといߞた様子߇記述さࠇている。ߥߔわちޔ男子生ᓤと比ߴて女子生ᓤの߶うࠅࠃ߇積極的に

ワࠢ࡯に参加ߒていたこと߇わ߆る。 

߹たޔ担任のవ生へのインタࡆュޟޔߪߢ࡯男子߽ࠅࠃ女子の߶う߇言葉にߒて伝えࠇࠄるޟޠ男
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子ߪ㛍ߒ߇いޟޠ女子߇多いと男子߇おとߒߥくߥޠるといߞた意見߇み࡜ࠢޔࠇࠄスにࠃる㆑いߪ

あるޔ߇女子生ᓤの߶うࠅࠃ߇ワࠢ࡯に参加߈ߢていたと考えࠇࠄる。 

網 中学生女子の෹人関係についてޔ伊藤㧔2004㧕ޟߪ෹㆐と同ࠃߓうにࠃߒうとߔる同調的ߥつ߈あ

い方߈ߢޟޠるߛけ多くの人と仲良くߒていたいと㗿う全方向的ߥつ߈あい方߇ޠ多くみࠇࠄるとߒ

ている。こޟߪࠇᵻく広いつ߈あい方ߢޠあޔࠅこࠇと対照的にこのᤨ期の男子ޟߪᵻく⁜いつ߈あ

い方ޠをߔるという。੹回のワࠢ࡯内容ޔߪ自己表᣿߿自己開示といߞた要素߇含߹ࠇておޟޔࠅ⁜

いޠつ߈あいを望߻男子生ᓤにとߞてޔߪ取ࠅ組みにくい߽のߢあߞたのߥࠇߒ߽߆い。 

以਄のことޔࠄ߆男子生ᓤࠅࠃ女子生ᓤの߶うޔ߇ワࠢ࡯の効果߇表ߞ߆ߔ߿ࠇたのߥߪߢい߆と

考えࠇࠄる。 

 

㧞．仮⺑㧞の検⸽ 

網 ワࠢ࡯実ᣉ後ޔ自ዅ感情得点߇高߹る傾向にあߞたｂ組とޔ有意に高߹ߞたｆ組についてޔそߙࠇ

 。の調査結果を߽とに仮説㧞の検⸽を行うࠇ

 

㧔㧝㧕1 年 b 組 

高い評価ߢたという㗄目Ԙߞ߆ߒ楽ޔߪߢࠢ࡯㧝回目のワޔの評定結果をみると࠻࡯シࠅえ߆ࠅ߰

をߒておࠅ㧔࿑ 1㧕ޔ㧞回目のワޔߪߢࠢ࡯㗄目Ԛ’ԛ’Ԝ’ߢ他ࠢ࡜スと比較ߒて高評価ߢある㧔࿑ 2㧕。

さࠄに߆ࠅ߰ޔえࠅシ࠻࡯の自由記述をみるとޔ女子生ᓤޟߪ他者交流ޟ߿ޠ自己表᣿߈ߢޠたこと

を評価ߔる内容߇多くޔワࠢ࡯を肯定的にฃけᱛめていたこと߇わ߆る。1ޔߒ߆ߒ 年生他ࠢ࡜スと

比較ߔるとޔ男子の記述㊂の少ߥさ߇目立ߞていた。 

網 担任のవ生へのインタࡆュޟޔߪߢ࡯女子の方߇言葉にߒて伝えࠇࠄるޟޠ男子߽わߔ߿ࠅ߆い生

ᓤたちޔߢ言葉ߥߢくて߽態ᐲߢ伝えてくるޠといߞたࠢ࡜スの様子߇語ࠇࠄた。つ߹ޔࠅ女子ߪ言

葉ޔߢ男子ߪ態ᐲߢ自己表᣿ߔるࠢ࡜スޔといえࠃう߆。߹た1ޟޔ 年生の 3 一番元ߪߢスの中࡜ࠢ

気ޟޠ真面目ߥ子߇何人߆いてޔその子たち߇見えߥいとこߢࠈいࠈいࠈとߞ߿てくࠇているޠとい

う語1ޔߪࠄ߆ࠅ 年生の他ࠢ࡜スと比ߴてޔ自己主張߈ߢる生ᓤ߇多く࡯࠳࡯࡝ޔ格のޔ自己᳿定力

のある生ᓤ߽いること߇う߇߆える。 

網 授業観察にࠃると࡜ࠢޔス全体とߒてޟޔߪ穏ߥ߆߿雰࿐気ޔߢ楽ߒそうにߞ߿ていたࠃޠうߢあ

る。߹たޔవ生ࠄ߆の質問にޟߪ手を挙ߕߍに次々と発言ߔるޠ様子߇見ࠇࠄた。男子生ᓤにおいて

߰ޔࠇࠄ様子߽見ޠるߛߨと女子にޢ！の書いて࡟ࠝޡޟޔ߿姿ޠߔを言い出ࠈ自分の良いとこޟߪ

集中ޟޔߒ߆ߒ。る߈ߢ߇男子生ᓤの積極性߽伺い知ることޔたߞ߆ߥࠇ表現さߪに࠻࡯シࠅえ߆ࠅ

߈つ࡜ࡃ男子生ᓤの中に߽ޔࠇࠄにいる様子߽みޠߕ書け߆ߥ߆ߥޟޔࠅたߞ߆ޠߥ߆落ち着ߕ߈ߢ

ޔ߇書くࠎたくさߪ女子同士ޟޔ߆߶様子のޠいるߢࠎ組ࠅに取߆静ޟޔߪ女子生ᓤޔある。一方߇

積極的にޔࠅあ߇て差ߞࠃ生ᓤにޔࠅ߹た。つࠇࠄいる様子߽見ߢޠいߥて書けߒ男子に対߆ߥ߆ߥ
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参加ߔる様子とޔ書けߕに困ߞている様子߇混在ߒていたといえる。 

網 1 年生の他ࠢ࡜スの߰߆ࠅえࠅシ࠻࡯を参照ߔるとޔｂ組ࠅࠃ肯定的ߥ評価をߒていたޔࠅ記述内

容߽豊富ޔߢワࠄ߆ࠢ࡯の気߽߈ߠ多い。 

網 自ዅ感情得点の中߽ߢ特にޟC 自己主張・自己᳿定ޠ因子߇਄᣹ߒていたことޔࠄ߆自己主張߿自

己᳿定傾向の強い生ᓤ߇多い b 組の特性と相߹ߞて自ዅ感情得点に਄᣹傾向߇みࠇࠄたと考えること

部分ޔߪドについて࡯ソࡇるエ߈ߢたとផ察ߒ߷に影響を及ࠅ߹自ዅ感情の高ޔߒ߆ߒ。うࠃ߈ߢ߽

的にみいߖߛるのみといえる。 

 

㧔㧞㧕3 年ｆ組 

網 ｆ組の自ዅ感情得点ޔߪワࠢ࡯実ᣉ前にߪ㧢ࠢ࡜ス中ߢ最߽ૐߞ߆たޔ߇実ᣉ後にߪ有意に高߹ߞ

た㧔表 4㧕。因子ߏとの変化をみるとޟޔB 関係の中ߢの自己ޠ因子߇有意に高߹ޟޔࠅA 自己評価・

自己ฃ容ޠ因子ߪ高くߥる傾向߇みࠇࠄた㧔表 8㧕。 

3ޔ多く߇る生ᓤߔを評価ࠅ߹㧨他者との関係㧪の深ޔߪࠄ߆の自由記述࠻࡯シࠅえ߆ࠅ߰ 年生の

他ࠢ࡜スと比較ߒて記述㊂߽多く内容߽豊ߢ߆あߞた。その内容ޔࠣߪࠄ߆ 他ޟてߞࠃにࠢ࡯ワࡊ࡯࡞

者交流߇ޠଦ進ޟޔߒ他者ዅ㊀ޟ߿ޠ再体験の希望߇ޠ生ߓたこと߇わ߆る。つ߹ޔࠅ他者との関係

を㊀視ߔる傾向߇他ࠢ࡜ス߽ࠅࠃ強く表ޔࠇそޔ߇ࠇ自ዅ感情得点のޟBޠ因子߇有意に਄᣹ߒたこ

とと関ㅪߔると考えࠇࠄる。 

網 授業観察にࠃるとޟޔ女子ߪ真面目ޔ男子ߛߪるそうޟޠ㧠割㧔特に男子㧕ߪ無気力ޟޠ女子ߪߪ

いߢࠎ組ࠅ真面目に取ߪ女子ޔߤߥޠて聞いているߖ机に伏ࠄ߇ߥࠇ照ߪと伝えている。男子ࠅ߈ߞ

るޔ߇男子生ᓤߪあ߹ࠅ積極的ߥ様子߇みߞ߆ߥࠇࠄた。ޔߒ߆ߒవ生ޟ߇全く書ߥ߆い男子ޠを励

め言葉を߽߶ޔた男子߽ߞ߆ߥߒ書こうと߆ߥ߆ߥޟޔࠅたޠࠇࠄみ߇る様子ߔ書こうとޟޔとߔ߹

ߤࠈのとこࠢ࡯ワޔた。߹たߞߥと߆ࠄ᣿߇ことޠ素直にฃけᱛめていた߽ࠄ߇ߥࠇい㧔中略㧕照ࠄ

こߢࠈ担任のవ生ࠄ߆ワࠢ࡯への取ࠅ組みを励߹ࠃߔうߥ言葉߆け߇あޔࠅそういߞたჿ߆け߽ワ࡯

ࠢに取ࠅ組߻生ᓤの姿勢に影響ߒていると考えࠇࠄる。このことޟޔࠄ߆無気力ޠに見えた生ᓤたち

ޔߒためて実感ࠄ自己価値をあޔߢうことࠄ褒め言葉を߽ࠄ߆同世代の෹人ޔ߿ߒ߹の励ࠄ߆వ生ޔ߽

 。߆うࠈߛいߥߪߢたのߞ߇ߥ因子の਄᣹傾向につޠAޟ

網 担任のవ生へのインタࡆュޔߪߢ࡯生ᓤ߇楽ߢࠎߒ取ࠅ組ߢࠎいたことޔ߿᥉段ࠄ߆人間関係の構

築について指ዉさࠇていること߇語ࠇࠄた。ޔߒ߆ߒワࠢ࡯の効果߿影響について伺うことߥ߈ߢߪ

 。たߞ߆

網 こࡊ࡯࡞ࠣޔࠅࠃࠄࠇワࠢ࡯を通ߒてࠢ࡜スࡔイ࠻との交流߇深߹ることにߞࠃてޔ他者との関係

をዅ㊀ߔる傾向߇強߹ޔࠅ自ዅ感情得点߽਄᣹ߒたと考えること߽߈ߢる。ޔߒ߆ߒ自ዅ感情得点の

高߹ࠅに影響を及߷ߒたとផ察߈ߢるエࡇソ࡯ドޔߪ部分的にみいߖߛるのみといえࠃう。 
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㧔㧟㧕仮説 2 の総合的ߥ検⸽ 

仮説㧞ߪ部分的に支持さࠇたޔ߇このࠃうߥ結果とߞߥた原因とߒてޔ以ਅのこと߇考えࠇࠄる。 

㧝つ目に߽ޔと߽との自ዅ感情得点の高ૐにࠃる差を考慮ߕߖにޔ仮説㧞を設定ߒたことߢある。

ワࠢ࡯実ᣉ前ࠄ߆自ዅ感情得点߇高いࠢ࡜スにおいてޔワࠢ࡯に肯定的ߥ様子߇多く見ฃけࠇࠄた。

その結果ޔ自ዅ感情得点߇高߹ߞたࠢ࡜スと߽ޔと߽と高いࠢ࡜スとの್別߇困難ߢあߞた。 

㧞つ目にޔ担任のవ生へのインタࡆュᤨ࡯期を逸ߒてߞ߹ߒたこと߇挙ࠇࠄߍる。ワࠢ࡯実ᣉࠄ߆

。たߞ߆ߒ難߇くことߛていたߒవ生方に生ᓤの様子を思い出ޔたためߞ߹ߒてߒ経過߇いぶᤨ間ߛ

そのためޔワࠢ࡯の効果を伺うことߞ߆ߥ߈ߢ߇た。 

㧟つ目にޔ授業観察者にࠃる評定方法をࠅࠃ精査ߔる必要߇ある。観察記録ߪ有用ߞߛたޔ߇評定

ス全体࡜ࠢޔ߇たߒを統一࠻インࡐ観察者㧢ฬに説᣿を行い測定ޔた。授業観察の前にߞあߢ困難߇

の雰࿐気とޔ個々人ࠄ߆ฃけるශ象とを඙別ߔること߇難ߒくޔ結果ޔ基準に混乱߇生ߓてߞ߹ߒた。

そのためޔ大߹ߥ߆雰࿐気をつ߻߆こと߈ߢߪたޔ߇自ዅ感情得点への影響を検⸽߈ߢるߛけの評価

基準とߞ߆ߥࠄߥߪた。 

網 以਄のことޔࠄ߆仮説㧞に関ߒてޔߪ੹回実ᣉߒた調査方法ޔߪߢ十分ߥ検⸽߇行えߞ߆ߥたとい

える。 

 

㧟．課題 

第㧝にޔ本研究ޔߪߢ統制群を設定ߔることߞ߆ߥ߈ߢ߇た。੹回࡜ࠢޔスන૏ߢ実ᣉߒたࠢޔ߇

全く異ߪ方ࠇて変化の現ߞࠃスに࡜ࠢޔうにࠃたߒ⸽検ߢ前節ޔࠅあߢࠅ߹て߽個々の集ߞスとい࡜

 。うࠈߛ必要߇統制群の設定ޔるために߽ߔ正確に効果を測定ࠅࠃ。ているߞߥ

第㧞にޔ自ዅ感情を高めることޔߪ一朝一ᄕに߈ߢる߽のߥߪߢくޔ長期的ߥ計↹を立てる必要߇

ある。自ዅ感情得点の変化に関ߒてޔߪ様々ߥ要因߇絡ߢࠎくるためޔ㧞回のみの実ᣉ࡯࡞ࠣޔߪߢ

る߈ߢ⸽精密に検ࠅࠃޔߢることߔ⛯⛮ߪあるいޔߔ߿言い難い。回数を増ߪる効果とࠃにࠢ࡯ワࡊ

 。るࠇࠄる方法߽考えߔを実ᣉࡊッࠕ࡯ࡠࠜࡈޔその後の経過を追いޔう。߹たࠈߛ

第㧟にワࠢ࡯実ᣉ後の一人一人への対応߇考えࠇࠄる。本調査においてޔ全体的にߪ自ዅ感情得点

の有意ߥ਄᣹߇みࠇࠄたޔ߇一人一人をみていߞた場合にޔワࠢ࡯実ᣉ前と後のい߽ߢࠇߕ得点߇ૐ

い傾向にある生ᓤ߽見ࠇࠄた。学⚖という集団を対象とߔることޔߢ見落とさ߇ࠇちߥ一人一人への

配慮߇必要ߢあޔࠅ੹後そういߞた生ᓤへの対応方法߽検討さࠇるߢ߈ߴあࠈう。߹たޔ場合にߞࠃ

てޔߪスࠢࠞ࡞࡯ウンセ࡯࡜とのㅪ携߽視㊁に入ࠇる必要߇あるࠈߛう。 

網 以਄ޔ本研究の課題を挙ߍたޔ߇中学生の自ዅ感情を高めるためのワࠢ࡯に関ߔる実⸽的研究ޔߪ

ޔߪた自ዅ感情のᩭを築くことߒ中学生ᤨ代に቟定ޔてみて߽ߒࠄい。現在の社会状況と照ߥ多くߛ߹

非常に大ಾߥことと考えޔࠇࠄ੹後さߥࠄる検⸽߇必要ߢある。 
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